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５年生「非行防止教室」 

２月１８日（水）に、５年生が真庭

警察署主催の「非行防止教室」を受

講しました。 

今回の内容は、「インターネットと

のつき合い方」を考えるものでした。 

ＳＮＳに起因する事犯に巻き込ま

れる小中学生の数は年々増加しており、ネットに個人情報や居場所を特定される可能性

のある書き込みをしたり動画等をアップしたりすることの危険性について教えていただき

ました。また「ネットいじめ」に加担したり、「ネットゲーム」に熱中しすぎたりすると、どんな

ことにつながるかを話してくださり、スマホに依存しすぎることなく「人の顔を見て、直接話

すことを大切にしましょう。」と話してくださいました。 

子どもたちは終始真剣な表情でお話を聞いていました。現代の子どもたちはネットと無

縁でいることは難しいでしょうが、加害者にも被害者にもならない適切なつき合い方を身

に付けてもらいたいと思います。 

 

６年生感謝プロジェクト～地域の方に感謝を伝えよう～ 

卒業まで残すところ約２０日となった６年生。小

学校卒業に向け、お世話になった方々へ感謝の

気持ちを伝える活動「感謝プロジェクト」を始動

させています。 

その一環として、家庭科の最終単元の学習の

中で、地域の方へ感謝の気持ちを伝えるために

どのような活動をすればよいかを考えて、話し合

っていました。その結果、「通学路のごみ拾い」

に取り組むことに決まり、２月１３日（金）に実行

しました。 

学校を起点に、上河内方面と下河内方面とに分かれ、それぞれ教員が付き添いながら

県道横の歩道を歩き、ごみを拾っていきました。みんなで拾って帰ってきたごみは、可燃ご

みだけでも４５リットルサイズのごみ袋２袋分にもなり、思っていた以上の「収穫」となりま

した。地域の方のため、下級生のため、よくがんばってくれました！ 

 

今年度最後の「たてわり班遊び」 

２月１９日（木）昼休み、今年度最後の「たて

わり班遊び」をしました。各班の６年生が考えて

くれた遊びを、みんなで仲良く楽しみました。運

動場では「逃走中（おにごっこ）」、体育館では

「ドッジボール」、音楽室では「フルーツバスケッ



ト」をしていました。担当教員の見守りのもと、どの班もトラブルなく楽しく遊べていました。 

 

５年生とこども園児との交流 

２月２０日（金）、５年生がこども園さんとの交流

会をもちました。「はじめの会」では、丁寧な言葉

遣いで分かりやすく案内したり、優しくルールを説

明したりして、園児たちが安心して活動をスタート

できるよう気を配っていました。最初は緊張気味

だった園児たちも、５年生と手をつなぐとパッと表

情が明るくなり、元気よく学校探検へと出発しまし

た。 

  最初は一緒に体育館に行き、「しっぽ取り」や

「大縄跳び」をしました。「大縄跳び」では、5年

生が優しく声をかけながらサポートすると、全員が

１度ずつ跳ぶことができ、みんな大満足の笑顔で

した。 

  その後は、校内見学へ。保健室では１人ずつ身

長を測り、思い思いのポーズで記念撮影をしました。各学年の教室にも案内しました。5

年生はその都度「ここが〇年生の教室だよ。」「〇年生になると新しい教科が始まるよ。」

などと、分かりやすく説明してあげていました。移動中も、「小学生になるのが楽しみだ

ね。」と声をかけるなど、優しい関わりがたくさん見られました。 音楽室では５年生による

合奏の披露もあり、園児たちは興味深そうに耳を傾けていました。 

  今回の交流会では、5年生が園児たちの立場に立って優しく関わる姿が多く見られ、と

ても嬉しく思いました。４月にはかっこいい最高学年になった子どもたちが、優しく新入生

を迎えてくれることでしょう。 

 

「６年生の夢」ＭＩＴ収録が終わりました 

６年生が、ＭＩＴ（まにわいきいきテレビ）の恒例

企画「６年生の夢」の収録に臨みました。予め画

用紙に自分の「将来の夢」を書いたフリップを作

り、それを傍らにおいてマイクを手に自分の将来

の夢について語るというものです。 

カメラを前に緊張しつつも、就きたい職業と、そ

の職業を選んだ理由、そのためにがんばりたいこ

とをみんな堂々とした態度と口調で話していました。３月３日（火）１８時放送開始だそう

で、楽しみです。ぜひご覧ください。 

 

お知らせ 

２月２７日（金）～３月３１日（火）の予定で、松浦浩澄教頭が入院加療のため、お休み

をいただきます。保護者の皆様、地域の皆様方にはご心配をおかけいたしますが、ご理解

たまわりますよう、よろしくお願い申し上げます。 


